
年度 200８  学期 前期 曜日・校時   月 １ 必修選択     必修 単位数   １ 

授業科目/(英語名) 中国語Ⅰ 
Chinese I 

対象年次 1 年次 講義形態   演習 教室  

対象学生(クラス等)       E9      科目分類   外国語科目（中国語） 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 
担当教員：池 玉杰    /Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：          /研究室：非常勤講師控室              /TEL：840-2000 
/オフィスアワー：授業の前後、講義室にて 

担当教員(オム
ニバス科目等) 

 
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標 
授業のねらい： 
  中国語の発音の特徴を認識、熟知、把握すると共に自己紹介や挨拶、また、簡単な中国語会話ができるコミュニケーショ

ン能力を望む｡ 
 

授業方法： 
  ピンインまた単語の書き取り、会話の暗誦、先生の質問に対し中国語で答え、あるいは3 人また 4 人で１つのグループを作

り、模擬会話の行などの方法を使い、授業に取り組む。 
 

授業到達目標： 
 中国語の発音の特徴（４つの声調）を熟知把握し、簡単な日常コミュニケーションができる程度の中国語レベルを目標と
する。 

 
 
授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む)  

授業内容（概要） 
  主に発音や簡単な会話を学習し、中国語の語音の単母音、子音、復合母音、成長､声調の変化、“儿”化韻、人称代名

詞、判断文、指示代名詞、“吗”疑問文、動詞の“在”、中国の文化など、比較的に簡単な会話を講習する。 
 
 
 
第１回   発音（一） 
第２回   発音（二） 
第３回   発音（三） 
第４回   発音（四） 
第５回   発音の総復習 
第６回   第 1 課 貴方は日本人ですか?（上） 
第７回   第 1 課 貴方は日本人ですか?（下） 
第８回   第 2 課 私はお茶を飲みます。（上） 
第９回   第 2 課 私はお茶を飲みます。（下） 
第１０回  第 3 課 応接間は本当に大きいですね!（上） 
第１１回  第 3 課 応接間は本当に大きいですね!（下） 
第１２回  第 4 課 グルメ通りはどこにありますか？（上） 
第１３回  第 4 課 グルメ通りはどこにありますか？（下） 
第１４回  第 1 課～第 13 課までの総復習 
第１５回  まとめ（試験含む） 
 
 
 
 

キーワード 

教科書・教材・参考書 
 
 
 

＊＜ベーシック中国語＞ 
 作者；張／重松／杜     出版社；郁文堂 
＊日中、中日辞典 
 

成績評価の方法・基
準等 

 
 
期末試験５０％、出席率２０％、学習態度１５％、宿題１５％ 
 

受講要件(履修条件)  
 

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

 
 

備考(準備学習等)  
 

 


